
第
七
編
生
活
安
全

交
通
安
全





序

存
在
す
る
こ
と
へ
の
不
安
、

そ
し
て
安
全
へ
の
試
み

わ
れ
わ
れ
は
、
涯
し
な
い
天
然
の
力、

ひ
ろ
が
る
大
地
の
力
、
接
し
あ
う
隣
人
の
力
、
そ
れ
ら
と
の
和
解
を
試
み
て
、

み
ず
か
ら
の
存

在
を
た
し
か
め
て
来
、
た
し
か
め
続
け
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
瞬
間
々
々
の
安
全
と
い
う
現
実
の
連
続
と
し
て
、
限
り
な
く
向
上
進
歩
を
重
ね

て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
人
と
い
う
生
物
の
進
化
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

で
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
く
ら
し
と
は
な
に
か
。
わ
れ
わ
れ
の
く
ら
し
と
は
、
深
い
測
に
渡
さ
れ
た
一
条
の
綱
を
渡
り
ゆ
く
行
為
で
あ

お

び

ふ

る

る
。
進
む
に
し
ろ
、
娠
り
返
え
る
に
し
ろ
、
立
ち
停
ま
る
に
し
ろ
、
怖
え
傑
え
る
に
し
ろ
、
す
べ
て
は
危
険
と
隣
合
せ
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
避
け
ら
れ
な
い
綱
渡
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
全
へ
の
途
を
探
が
し
試
み
る
こ
と
に
、
身
も
心
も
す
べ
て
を
賭
け
つ

ε

つ
け
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
生
れ
な
が
ら
に
、
自
分
の
力
の
乏
し
さ
を
自
覚
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
よ
り
大
い
な
る
も
の
を
畏
敬
す
る
つ
つ
ま
し
き

な
ら

を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ
で
祈
り
の
慣
わ
し
が
育
つ
。
さ
ら
に
群
合
い
の
習
い
も
定
着
し
て
、
社
会
つ
く
り
を
す
る
。
こ
と
ば
を
発
明
し
て

わ

ざ

と

そ
の
磨
き
が
か
け
ら
れ
る
。
よ
り
高
い
効
果
に
焦
点
を
合
わ
し
て
、
技
を
研
ぎ
つ
、
、
つ
け
る
。

「永
い
綱
渡
り
の
習
練
」
は
、
こ
こ
ま
で、

あ
か

「
生
活
安
全
の
灯
し
」
を
累
積
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
や
な
だ
に
び
と
が
、
試
み
て
体
得
し
た

「
安
全
へ
の
知
恵
」
の

こ
と
ご

と
の
う
ち
、
主
だ
っ
た
も
の
を
拾
い
あ
げ
て
、
思
い
返
し
て
み
よ
う。
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一
四

第
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節

明
治
末
期

宅 地 フロ

畑田 号

地 目 年

総反計別

一 明治
九

九一八町反 一六町 ハO 町

反 四

年度四末

四
一反一 ノ反¥ 

一一 四二三
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一一 一一一 九一一一
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圏
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節
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反

~Ij 

元

号

年

大
正
一
四
年
度
末

(
一
九
二
六
|
=一)

圏

域

却
M
V

谷

村
(
同

斗別
)

田

六
二
町
五
反
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雑
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反
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末
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第
三
章

天

災

西
南
日
本
の
外
帯
に
位
置
す
る
我
が
村
は
、
黒
潮
か
ら
の
雨
雲
の
北
上
を
、

八
一
八

四
国
カ
ル
ス

ト
台
地
が
阻
ん
で
、
外
帯
の
海
岸
地
帯
を
こ

え
る
多
雨
地
帯
と
な
る
。
わ
け
て
晩
夏
か
ら
中
秋
に
か
け
て
の
台
風
期
に
は
、
台
風
進
路
が
近
接
す
る
こ
と
多
く
、
風
害
を
伴
う
出
水
の

災
害
に
年
数
回
見
舞
わ
れ
る
。
た
と
え
進
路
が
、
東
側

・
西
側
い
ず
れ
の
北
上
で
あ
る
に
せ
よ
、
台
風
圏
内
で
あ
る
限
り
、
そ
の
風
水
被

害
は
免
か
れ
な
い
。
だ
か
ら
わ
が
村
の
天
災
は
、
風
水
害
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
遠
く
庄
屋
制
の
こ
ろ
か
ら
の
災
害
記
録
を
抜
き
書
き
し

て
み
る
。
元
和
四
(
一
六
一

八
〉|
八
|
四
、
大
出
水
。
同
五
(
一
六

一九
)
冬
、
豪
雪
。
同
六
(
一

六
二

O
〉l
六
、
大
出
水
。
寛
永
元
(
一
六
二
四
)

台風による村道の災害

-
-
--|

二二
、
地
震
。
寛
文
九

(
一
六
六
九
)
、
大
出

水
、
晩
秋
風
雪
に
よ
る
冷
害
。
同

一三

三
六
七
三
)
、

大
出
水
。
延
宝
二

(
一
六
七
四
)
大
出
水
。

同
三
(
一

黒川橋流失

六
七
五〉

八
|
四
、
大
出
水
。
同
六
(
一
六
七
八

)
l七

ー

一
八
、
大
出
水
。
同
七
(
一
六
七
九
)
|
八
|
一
四

大
出
水
。

天
和
三
(
一
六
八
三
)
豪
雪
。

貞
享
元

(

六
八
四

)
l
一
O
l
九
、
大
風
。

同
二

(
一
六
八
五
)
|

五
l

一一二
、
大
出
水
。
七
ー
一

、
降
雪
。

七
l

一一一
O
、

大
出
水
。
同
三
(
一
六
八
六
〉
|
五
l

一九
、
大
出
水
。



元
禄
四
(
一
六
九
一
)
|
八
|
二
、

風
水
害
。
な
ど
の
記
録
で
ほ
と
ん
ど
風
水
害
が
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
亨
保
一

七
(
一
七
三
二

)
l五
J

七、

氷
雨
に
よ
る
冷
害
。
天
明
二
(
一

七
八
二
)
J
天
明
七
(
一
七
八
七
)
冷
害
に
よ
る
飢
縫
。
天
保
四
(
一

八
三
三
)
J
同
七
(
一
八
三
六
)
冷
害
に
よ

る
飢
催
。

以
来
今
日
ま
で
約
一
世
紀
に
亘

っ
て
、

毎
年
数
回
の
台
風
災
害
を
含
む
天
災
が
繰
返
え
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
九
(
一
九
三
四
)
|

九、

室
戸
台
風
。
同
二
O
(
一
九
四
五
)
|
九
、
枕
崎
台
風
。
同
二
五
(
一

九
五
O
)
|
九
、

ジ
エ
l

ン
台
風
、
同
二
六

(
一
九
五
一
〉
|
一
O
、
ル
l
ス

台
風
。
同
三
四
(
一
九
五
九
)
|
九
、

伊
勢
湾
台
風
。
同
三
六
(
一

九
六
一
)
|
九
、

第
二
室
戸
台
風
。
従
来
台
風
名
は
、

上
陸
地
点
あ
る
い
は
通

過
地
点
を
冠
し
て
呼
ん
で
い
た
が
、
昨
今
は
そ
の
年
内
の
発
生
番
号
を
冠
し
て
、
何
号
台
風
と
呼
ん
で
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
農
作
物

・
人
畜

・
建
物
な
ど
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
諸
種
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
道
路

-
溝
渠

・
橋
梁
な
ど
各
種
工
作
物
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
昭
和

三
八
(
一

九
六
三
)
年

八
月
九
日

の
台
風
九
号
は
、
行
方
不
明
者
一
名
を
は
じ
め
、
龍
宮
橋
の
流
失
、
と
く
に
高
野
本
川
の
氾
濫
に
よ
る
災
害
は
大
き
く
、
未
曽

有
の
大
被
害
と
な

っ
て
、
激
甚
災
害
の
適
用
地
域
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
七
(
一
九
八
二
)
年
八
月
二
七
日
、
第

一
三
号
台
風
(降
水

量
、
五
黒
電
六
二
六
・
面

一電
四
五
七
ミ
リ
メ

ー
ト

ル
、
国
道
三
三
号
総
柳
谷
洞
門
路
面
陥
没
)
は
、

天
災
中
の
特
例
と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
柳
谷
村

民
の
脳
裏
に
強
く
銘
記
さ
れ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う。

第
三
章

天

災

八
一
九
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二

O

第
四
章

信

n
H
V
 

J
I
U
F
 

，q
I
 

赤
ん
坊
は
、
誕
生
し
て
自
分
の
小
宇
宙
に
く
ら
し
を
始
め
る
と
、

「
瞬
き
」

し
て
自
己
防
衛
・
生
活
安
全
の
第
一
歩
を
経
験
す
る
。
わ

が
村
の
人
々
は
、
こ
の
柳
谷
の
大
地
に
種
を
播
く
と
、
そ
の
ゆ
た
か
な
稔
り
を
願
い
、
翌
年
の
く
ら
し
の
安
ら
ぎ
を
祈
念
し
た
。
こ
れ
が

信
仰

へ
の
ス
タ
ー

ト
で
は
な
か
っ
た
か
。
信
仰
の
相
手
方
が
、
自
然
の
具
体
物
で
あ
れ
、

お
の
が
心
中
の
幻
影
で
あ
れ
、
自
分
の
ち
か
ら

お
の
ず
か
ら
な
る
畏
れ
敬
う
祈
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

は
こ
ら

つ
じ
ど
う

う
。
こ
う
し
て
、
呼
び
合
い
群
れ
合
っ
て
、
そ
の
願
い
の
中
心
と
な
る
も
の
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
ご
く
素
朴
な
が
ら
、
洞
や
辻
堂

に
限
り
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
も
の
が
、
よ
り
大
い
な
る
も
の
に
対
し
て
抱
く
、

と
な
り
、
く
ら
し
の
ひ
ろ
ば
、
自
然
の
う
ち
の
ひ
ろ
ば
と
し
て
、
大
き
く
郷
び
ら
き
の
ち
か
ら
と
な
っ
て

い
っ
た
と
思
う
。

第
一
節

神
社
桐
一
覧

大

窪

谷

早

虎

神

社

説亀推
五古
(代
七四

八五
)九
|六
九)

I I 

四O
の
二神

命担天
外命!照
六 ・大
柱椴和11

1嘩 ・
日天
命忍
・聴
建命
速 ・
素天
盛津
'!鳥彦

れ政仁御
てが平三
い現三戸
る在年宮
O地(ょ
にーり
再ー移
建五す
し三
た)

と源
伝朝
え臣
ら頼

宮

'刷
出

'+レ
b
F

社

洞

名

長リ

立

祭

宇中

由

緒ー

user
タイプライターテキスト
第四章信仰



小
黒
川
サ

キ
ダ
ニ
奥

永
野
ウ
シ

ロ
山

河
前
ミ
チ

ノ
マ
エ

永
野
ウ
シ

ロ永
野
ミ

ャ

パ
シ
一
フ

河立大
窪
谷
ヒ

ウ
ニ
フ

河
前
ヒ
キ

チ大
窪
谷
一
ア

ン
ジ
ン

台市口

大
窪
谷

エ

ビ
ス
シ
ヤ

松
木
ハ
ン

河
前
野
地

高
地
休
場

シ
ラ
オ

高
地
休
場
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新

田

二

社

十

二

社

宮

厳

島

神

社

斗削

鎮

八

l幡

三

峯

神

社

社

野

伺

高

神

社

熊

野

神

社

産

母

神

社

日
野
天
満
宮

杵

築

神

社

鎌
倉
八
幡
宮

日
野
三
社
八

幡
宮

自

尾

神

社

風

明
治
五
(
一
八
七
二
)
合
杷

天
保
四

(
一
八
コ
二
二
)
六
l
一
七

明
治

一
四
(
一
八
八
一
)
再
請
願

片口口

太
古
日
本
国
高
山
三
山
神
請
願

{呂

太
古
よ
り
鎮
座

太
古
当
地
祖
祭
を
始
め
た
こ
ろ

L
L
 

J
d
d』

明
治
初
年
早
虎
神
社
に
合
杷

作p

海
津
見
命
・
美
都
婆
女
命

岡
・
常
立
命
ほ
か

一一

柱

市
杵
島
命

・
事
代
主
命

八
千
文
命

大
山
祇
命
・
草
野
姫
命

天
御
中
主
神
・
高
魂
神
外
六
神

下
照
姫
命
・
高
木
神

豊
受
姫
命

・
八
心
思

O
命

木
花
咲
爺
姫
命

菅
原
道
真
公

大
国
主
命

・
事
代
主
命

応
神
天
皇

・
天
日
一
命

火
魂
命

・
水
神
昆
佐
主

天
手
力
男
命

組
長
津
彦
命
・
組
長
津
姫
命

永
野
・
木
村
・
河
前
三
組
の
主
神
と

唱
え
る

杷明
治
四

八
七

早
虎
神
社
メL
口

早
虎
神
社
の
姉
宮
と
い
わ
れ
る

紀
州
熊
野
神
社
よ
り
分
霊
請
願
し
奉

る太
古
氏
姐
開
伐
し
、
来
多
新
三
郎
請

願
由

極
め
て
大
木
あ
り
。
明
治
四

O
年
頃

伐
材

喜
多
郡
大
洲
か
ら
遷
宮

八
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柱

味
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村池峯 八
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社社社月社社神

角荷地

五自

社王

者l'神

社 社

主)11 村

信

天
正
一

八

(
一
五
九

O
)
九
社
神
社

に
合
間
(
以
下
七
社
同
じ
)

興
国
四
(
一
三
四
二
一)
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戸
』
』
F

J
勾

l

大天国天 素
山 神象御差是
祇七能中 鳴
神 尊 売 主 命

神神
地 ほほ天
祇かか市
五二二比
尊 柱柱売

命

帯
中
津
田
子
尊
ほ
か
五
柱

五

志
那
津
彦
神

・
志
那
戸
部
神

和
久
産
霊
神

・
大
山
抵
神

大
山
津
見
神

・
鹿
尾
野
比
売
神

日 伊
神 弊

諾
月神
夜 ・
見伊
神弊

舟
神

大
山
抵
神

・
来
名
戸
祖
神

空
津
彦
神
・
空
津
媛
神

河
野
弾
正
霊

・
土
居
次
郎
霊

源
朝
臣
頼
義

・
越
智
宿
弥
親
経
が
相

模
国
鎌
倉
八
幡
神
社
を
迎
え
て
創
立

し
た
。
建
久
三

(
一
一
九
一
一
〉
河
野

伊
予
守
社
殿
再
建
。

神
森
宮

・
三
照
大
明
神

・
御
名
目
月

宮

・
古
郷
地
宮
を
合
犯
し
て
創
立
さ

れ
た
。

国
家
鎮
護
の
た
め
国
造
伊
予
命
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
。

往
古
は
高
乳
明
神
と
号
し
笹
ケ
峯
日

月
社
ほ
か
九
社
合
犯
し
て
九
社
大
明

神
と
な
り
、
文
化
九
年
(
一
八
一
三
)

に
九
社
神
社
と
な
る
。

八
二

三
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で身一一ー角 、

車三是世立屋春和尚左 たが

年ま 尊本
ある。 庵寺はe 

で
今での日、 千手観は音

二四二 フ和巳

仁平 あ
和昭 し

"......_ ー一一・

三O年代本谷 基開れててさ

一一 '" =コる0 九_.....

(一 基開

九五) 神右衛明清門 一-ハh 年|五つ
=ぃ よし、
)て りた。

在地現 0 | 移

一一 延久

あ

るO 嘉ヌ7k
移fこの一 五、
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四

朝臣源 一( 

z災が:k、S 年四月、

/ー、 る。 説-があ 曹洞宗 緒

八五三七0 
る。 改むに。
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二
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第
三
節

教
会
一
覧

所主布教 松分教会久 理伊教子天 分川教会 天理教柳井 教会 金光教柳谷

教

4f 

名

津中
1井1永野11m | j柳井落出11 

所

在
旭

地

治明 相教 霊相祭11 立。 相教中
二岡 県金光町大谷 安政の

三月、 初関教者 み山

五 六

ろはこ 木部と
'" ".J r、、
一 一
九八 事

も 各九九月 泉代 き。
五に五

窪 に Q 設立。 九) 

日。 二ナヒ。 部奈県本良

八l| 柳谷教i当EL -| 

林代岡昭0 天理市0 

。

年旭大正聞 に問

設立 ー二

登ニ首ュじー。噌 は、 、

祭 分教会当

移和=へ昭り、 伸Z 井豊帥野じ。
号次 罰

藤達教長会田 八四) 教立。月二
八七

0 年代 祭
日(

任今に就日 九一| | 部本大祭 九五

伊五分教会に 次祭毎月i 日

月) に 五ー 教は立

一九 歪る。 設認可立 霊地の 蹟

各。月 二八

合流。 日。 受をけ 岡山丹、 Vこ
日 設



第
五
章

医

療
わ
れ
わ
れ
が
抱
く
最
大
・
最
直
接
の
感
覚
で
あ
る
。
傷
病
は
つ
ね
に
そ
の
か
け
橋
と
な
っ
て
お

り
、
避
け
に
く
い
経
路
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
苦
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
す
る
。
医
療
が
唯
一
の
非
常
口
と
し
て
願
望
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
古
来
、

「医
は
仁
術
な
り
。
」

と
叫
ば
れ
、
今
日
「
医
療
保
障
は
社
会
保
障
の
最
た
る
も
の
」
と
さ
れ
る
理
由
も
う
な
づ
か
れ

る
。
戦
前
の
伝
染
病
か
ら
、
戦
後
は
成
人
病
・
精
神
障
碍

・
交
通
事
故
・
自
殺
等
々
へ
と
、
疾
病
構
造
は
急
変
し
た
。
化
学
療
法

・
麻
酔

技
術

・
大
量
輸
血
に
よ
る
外
科
技
術
の
進
歩
等
々
と
、
医
療
技
術
は
革
新
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
変
革
は
、
医
療
制
度
の
整
備
を
、

「保
険
」

と
「
施
設
」
の
両
翼
か
ら
迫
っ
て
い
く
。
医
療
行
財
政
の
不
協
和
が
、
今
日
の
社
会
保
障
の
重
荷
と
し
て
わ
れ
わ
れ
自
身
に
背
負
わ
さ
れ

死
の
恐
怖
・
生
に
対
す
る
危
機
は
、

る
。
そ
の
対
応
の
展
開
は

「
政
治
編
」
に
譲
り
、
以
下
わ
が
村
に
在
住
し
、
医
療
の
実
際
に
当
っ
た
医
師

・
歯
科
医
師
に
つ
い
て
大
要
を

U

地
ベ
る
。

第
一
節

わ
が
村
で
開
業
し
た
医
師
・
歯
科
医
師
一
覧

医
師

・
歯
科
医
師
名

事

蹟

藩
幕
期
末

第
五
章

医

療

八
二
九
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祐

年故
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o 治明 7):、

ろ、 大文妻
、一.J 一一・

る。 窪大谷ろ
年六

高く ー九 で

Tこ。 大正
人 Q 業開

て

昭和 か々 年

廃業後
代

ー/， 

移転業へ開 ある。

でろ

に移転。 知県高高郡問

/ー¥

三七 父慈ら 知県郡j高高窪岡11 

業聞 か

九 (の
し ら、

落は出 助圧l

たし。 大村正初期来

ーよ
てい 大正，七 九う の

六二)! 尊敬にき 町仁井

た 五
居転 数年後 よ

命
年

模様 ( ー
よ し

往診 村来り
よ

落り
し 九 て り
て 一 れ

去を送ニ た田 一、I、」J ¥ 

で

松木相原

| か

業開 二、 和昭 雇ら 年
Lv -4p る

逝去 三 い ろ
同 の 二入 ま

居|塗 lを悼 ( れ で

'" 
で ま ー九 れら

林医師
タ

落馬死亡。 二業階開で

の

業開 れ、 )五七 落出
キ 薬

九 tま
ザコ

後松家老木坂

よ

大正 村葬柳谷を 六|l で
イ〉

治療を受付る

'-./ し、
年 五

業開
て

治明
〆'・、、

安達医師カミ
郡万本久町

以 二 道仁篤人く九 て、 ム/， 

敬弔さ 令息と
の /戸、 た

、-;、iJ¥ a 話ー世
九



医医医歯
科
医
師

歯
科
医
師

歯
科
医
師

歯
科
医
師
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師

昭
平

一
故
吉
村
孫
吉
医
師
の
令
息
で
あ
る
o

昭和一一一

一
一
(一

九
五
七
)
年
父
孫
吉
医
師
と
共
に
開
業
今
日
に
ま
。

一
本
郡
美
川
村
上
黒
岩
本
組
出
身
。
昭
和
二

O
(一
九
四
五
)
|
八
、

中
津
旭
に
開
業
。
昭
和
一
三
(
一
九
五
六
)
|

蔦
子

一一
一
、
美
川
村
大
字
有
校
河
口
に
移
転
開
業
す
る
。

一
昭
和
三
五
(
一
九
六

O
)
l
七
1

二
六
、
中
津
旭
に
開
業
。
昭
和
四
三
(
一

九
六
八
)
|
五
|
二
、

大
分
県
へ
転
出

直
道

一一
し
た
。

一
久
万
町
出
身
、
木
村
西
谷
古
味
で
成
人
し
た
。
太
平
洋
戦
争
初
期
(
昭
和
一
五
年
ご
ろ
)
落
出
朝
日
屋
で
開
業
。
同

正
岡
健
夫

一一
戦
争
後
期

(
昭
和
一
八
年
ご

ろ
)
、
軍
属
と
し
て
応
召
し
た
。

一
昭
和
二

O
(
一
九
四
五
)
|
九
|

一
五
、
落
出
松
田
木
館
に
開
業
。
後
、
鶴
井
宅
前
に
移
転
診
療
を
つ
づ
け
、
昭
和

武
田

儒

一一
二
四
(
一
九
四
九
)
|

一一

|
三
O
、
松
山
市
へ
転
出
し
た
。

一
西
条
市
出
身
。
昭
和
二
九
(
一
九
五
四
)
|
一
二
、

来
村
し
て
落
出
に
開
業
。
一
日
一西
条
市
に
転
出
、

昭
和
四

O

新
田
益
造

一

(一

九
六
五

)
l
二
一

l
一
回
、
再
度
来
村
し
て
開
業
診
療
を
つ
や
つ
け
る
。
昭
和
四
三
(
一
九
六
八

)
l
九、

新
診

一
療
所
に
移
る
。
昭
和
四
四
(
一
九
六
九

)
l
五
|
一

逝
去
し
た
。

一
昭
和
五

O
(
一
九
七
五
〉
|
一
ー
二
一
、

来
村
し
て
落
出
歯
科
診
療
所
で
診
療
開
始
。
昭
和
五

二
(
一
九
七
七
)
|

阿
申

一二

ー
九
離
村
。

吉
村

師

伊
藤

師

上
野霊リ医

療

八
三
一
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八
三
二

昭
和
五

(一

九
七
七
〉
|
六
l
三
O、

来
村
し
て
落
出
歯
科
診
療
所
で
診
療
開
始
。
昭
和
五
五
(
一
九
八
O
)

|

六
ー
三

O
離
村
。

歯
科
医
師

森
岡

一
本
村
落
出
出
身
。
昭
和
五
六
(
一
九
八
乙
|
六
|
六
、
歯
科
医
師
と
し
て
歓
迎
会
の
催
し
を
受
け
る
。
同
日
落
出

透

一
歯
科
診
療
所
で
診
療
を
開
始
し
て
今
日
に
ま
。

第
二
節

わ
が
村
に
お
け
る
公
共
医
療
施
設
一
覧

公
共
医
療
施
設
名

一

一

一

一

一

一

木
造
平
屋
建
、
四
九
、

西

谷

診

療

所

一
大
字
西
谷
大
成

一
昭
和
五

一
年

一

一

一

一

0
0
0円

一

一

一

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
、
四

階

六

九
、
八
坪

柳
谷
歯
科
診
療
所

一
大
字
柳
井
川
落
出

一
昭
和
四
八
|

一
-
|
二

O
一

一

一

一

総
経
費

(
医
療
機
械
附
入
費
を
含
む
)
九
、
二
O

O
、

0
0
0円

-山

U
'
f
r
p
 

設
立
、
購
入
年
月
日

在

規

模

所

'Ll二
11コ

ht~ 
守デ

一
五
平
方
メ

ー
ト

ル
。
工
費

、
八
O

O
、
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治

安

治
安
は
、
社
会
の
不
安

・
動
揺

・
混
乱
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、
発
生
し
た
そ
れ
ら
の
状
態
を
と
り
除
い
て
、
社
会
の
秩
序
を
持
ち
つ
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
社
会
は
、
そ
の
進
歩
の
度
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、

ま
す
ま
す
多
様
に
な
り
複
雑
に
な

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
た

め
、
治
安
の
必
要
は
増
し
て
い
き
、
治
安
の
成
果
は
、
次
第
に
収
め
に
く
く
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
ふ
に
お
い
て
、
社
会
一
般
の
人
々
の
自
覚

を
う
な
が
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
行
政
に
よ
る
ひ
き
し
め
、
と
り
し
ま
り
の
効
果
を
収
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
感
を
強
く
す
る
。
以
下
、

わ

が
村
に
お
け
る
各
般
の
治
安
活
動
の
施
設
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

第
一
節

警
察
行
政
の
大
要

わ
が
村
の
警
察
行
政
整
備
の
経
過
表

明明明明
一一一 フじ
三九一八
r--.. r--.. r--.. 1"""'"""'、

一 一一一 号

九00 八八八
八七七

、六._./ 、八._./ 五¥ーノ
年

八|五| 
月

日

~jU 

日 屯所支
度

の

整

備

松木)( 棋二) 南階

経

過

置
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六
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三
凹
(
一

九

O
一
)
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明
四
四
(
一
九

一
一
)
|
八
l
三
一

同大

九

昭

一
六

(
一
九
四
一

)
l
四
|

元
(
一

九
一
二

)
l
二
l
二
五

昭
二
四
(
一

九
四
九

)
l
一
0
1
一

昭
三
二
(
一

九
五
七
)
|
二
1

四

昭
四
三
(
一
九
六
八
)
|
四

昭
四
九
(
一
九
七
四
)
|
四
l

一

柳
谷
巡
査
駐
在
所
を
落
出
(
現
セ
ン
タ
ー
位
置
)
に
移
転
。
落
出
巡
査
駐
在
所
と
名
称
変
更
。

八
三
四

中
津
村
本
村
に
あ
っ
た
中
津
駐
在
所
を
磯
が
成
に
移
転
。

伊
予
水
力
電
気
株
式
会
社
よ
り
の
庁
舎
新
築
寄
附
に
よ
り
、
柳
谷
巡
査
駐
在
所
を
落
出
現
森
林
組
合

の
位
置
に
移
転
。

中
津
久
主
巡
査
駐
在
所
を
旭
に
設
置
。

柳
谷
村
巡
査
部
長
派
出
所
設
置

l
字
オ
チ
デ
現
森
林
組
合
の
位
置
。

西
谷
巡
査
駐
在
所
設
置
|
大
字
西
谷
大
成

久
主
巡
査
駐
在
所
を
廃
止
。

国
道
三
三
号
線
沿
い
現
在
地
へ
移
転
。

柳
井
川
巡
査
駐
在
所
を
柳
谷
村
巡
査
部
長
派
出
所
に
統
合
。

柳
谷
↓
落
出
↓
柳
井
川
巡
査
駐
在
所
勤
務
員
一
覧

大中高筒渡橋
氏

村杉

造

一
明
二
九

・

臣

雄

一

一一一

0
・

徳
太
郎

一

一三ニ

・

六

郎

一

三
五

・

一

信

次

一

三
六

・

七

倉

次

郎

一

三

七

二

名

就

任

年

月

フじ

本木井 部

日

一一一五

河県大奥宵
氏

野

米菊

田凹

世

吉

久
五
郎

万
五
郎

議
太
郎

沢林)11 

名

大 就

任

年

明
三
八

三
九

次

五三

日」

Tu

n

L

4

ノ

四
二

一

O

二

一

O

三

・
一
O

，馬

月

日
五一一一一一

久石安藤芥河
氏

丸保

竹正敏 辰 喜
之 太久
助文市郎雄

村) 11 田田

名

大
人
・
一

O

二

一
0
・

九

・
二
O

一
二
一

0
・
二
O

一

四

四

一

昭

五

八

就

任

年

月

』三L
主包

四

日



平戸
井
田岡石頭坂チ|二 11青野松辺居居西野川山

之
五
郎

十
日
門
事
川行登

則 清 佑佑友春 iE普猶義

sjg 

0 九八 六六四四 四三三 一 八 七 五 四 三

八六二二五二七二一八二八一二三 一

四 一一一 九 一四 七一 九 一八三四一五

白今 竹水 霊波 土 得 兵 西重中崎大

夫 昭正衛 毅雄 治忠 実

西
谷
巡
査
駐
在
所
勤
務
員

一
覧

山 | 氏

本
第
六
章

薫

一
昭
二
四
・
一

O

名

就

任

年

月

治

安

日

向竹 浅金氏一清金坂 竹 平 小内堀大東氏

貞
四
郎

昭

/、

海桝井

虎富重守
士

吉 広 進 雄光雄吾 二衛一勧 雄 雄 清 雄 肇

r'ヨ倉原田

国

本崎

鉄省健猶

色水子田

文

森谷

宰 昭

内上

昭

六三三 二 O 九九七七六五 三三三 一 一

四二一二三一四二 三 O 九九五二 三 一

一七八 三 O 七一二九五八五一六四九

名

就

任

年

月

日

掘祖
母
井

白旬
h-，， 祖

母
井

市れ"

J

 

祖
母
井

高

岡

白増泉村浜二佐浅

内方野方田神上田

氏

海

幸 尊修英軍尊管尊管英清信雄重

市樹吉 憲

昭
四四四四四四四四四四三三三三三
七六 五回三三二 0 00九九九八七

四 三 四 四 O 四 四七一一九九四九二

一 三一 一一一一五七七 一一四
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名

就

任

年

月

日

清
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昭
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八
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五
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八
三
六

川 藤山楠金谷

端本内本子本

l腸武義平省虎

夫敏雄八 吾夫

11百

七五二 o0 九

一 一
四 O 二 O 三四

一 一
一 一

五五四六八三

泉村森浜宗泉

上 田末

Mt清長 松管

騎次久彰美市

昭
四四四四四三
六五四三一八

三四 八八八六

一 一 一 一一一
三一 五五一 七

林本浜 増渡 氏

田田田部家

時宗昭信哲光

夫一彦一 郎明

H百
五五五。 四四四
七一 九八 六

四四三四四八

一 一
一 一
五 一一 六

中
津
地
区
巡
査
駐
在
所
勤
務
員

一
覧

石得後山 汐 高 大 氏

丸居 藤内 見橋藤

征一 登 常太郎 善ー
嘉 紺 親次郎

平 次
名

11百 大明 就
一一一 一 四
二二一 O 三 二 四 任

玉下

四二八七 七一八
月

一 一
一 一 日
四六一 三 一五一

岡竹 IJJ 杉石杉 曽 氏

他我次郎田 内 田 岡 本 岡
*.11 

富士 紀文 文 義

雄一夫勲夫 zzb L 名

fliS 1先一一一 一一 一 一一一一 一 一一
四四四四四 三 一 任一

年
八五四 三 二 九 /" 

月

一一一一 一 一
一一一一一 一 日
九八八 一 八 二 一

一

門明金 平浅下石
氏

田本子田海岡本

文幸省国重岩

雄雄吾一清夫勲 名

日目
就一 一一一一一一

一 一 一一一一一
九八八 八七六 五 任

一 一一 f手
二五三一三 o0 

月
一一一一一一一

三六七一九 O 一 日



柳
谷
村
巡
査
部
長
派
出
所
勤
務
員

一
覧

酒和検寺佐小野 岡鶴河 氏

井岡田沢伯田添原野

武 寛 徹 雄利喜 三 芳正大

Mt一 男 郎稔吉信吉
名

日百
就一一一一一 一 一一一一一一一 一一

七 五 三 三 二 一九九六 任

一一 年
八 o0 二三五 八一四

月

一 一 一 一
五一五一七二 五 九 二

日

八前松石石荒坂渡寺 氏

木田浦川尾木本辺坂

由 武重長治郎 定

勝夫 実男 徳 尚幸進
名

昭 就
四 四 四 四 四 三三 三三
七四三一一九七四三 任

年
四四四九八九八三三

月

一 一 一一
一一一九一一五三二

日

三三東藤芝三 山
氏

好好山野 原下

靖志昌昌良次淳

夫 郎生秀介夫義
名

昭
就五五五五 五四 四

八六一 o0 九八 任

一 年
三四四二 三 四八

月
一 一 一一一 日八一一八五-0 

第
二
節

消
防
行
政
の
大
要

人
類
は
火
を
つ
く
る
こ
と
を
発
明
し
た
。
自
然
発
生
し
た

「
自
然
の
火
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
人
類
の
く
ら
し
は

一
変
し
た
。
火
も
ま
た
つ
ぎ
つ
ぎ
に
、
新
し
い
力
を
つ
く
り
だ
す
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
く
。

火
を
も
っ
必
要
と
、
火
の
恩
恵
を
悦
ぶ
人
々
に
、

そ
の
火
の
危
険
と
そ
の
排
除
が
求
め
ら
れ
る
。
人
々
の
く
ら
し
に
消
防
と
い
う
行
為

第
六
章

治

安

八
三
七
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が
加
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

町
の
く
ら
し

に
は
、
古
く
か
ら
消
防
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
。
火
消
役
(
万
治
元
l

一
六
五
八
)、
十
組
火
消

(元

八
三
八

禄
八
l

一
六
九
五
年
〉
、
火
事
場
目
付
(
享
保
七
l

一
七
二
二
年
)
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
山
村
の
く
ら
し
で
は
、
隣
近
所
、
が
助
け
合

っ
て
、
場

合
場
合
に
力
を
合
わ
せ
て
、
火
の
危
険
処
理
に
と
り
く
ん
で
き
た
。

明
治
以
後
政
治
体
制
が
整
う
に
つ
れ
て
、
消
防
活
動
は
公
義
務
と
し
て
社
会
制
度
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
ま
ず
都
市
で

は
、
「
町
火
消
」

か
ら
発
達
し
た
「
消
防
組
」
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て
公
共
自
治
体
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
組
の

組
織
が
、
地
方
公
共
自
治
体
の
規
模
に
応
じ
て
体
制
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

わ
が
柳
谷
村
で
は
、
大
正
元
(
一
九
一
二
〉
年
九
月
九
日
、
消
防
組
が
つ
く
ら
れ
た
。

組
頭
(
村
長
鶴
井
浅
次
郎
)
・
小
頭
(
柳
井
川
五
名

・
西
谷
三
名
)
・
消
防
手
合
わ
せ

落出公会堂に勢ぞろいした消防組

て
、
七

O
人
ほ
ど
の
陣
容
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
公
共
活
動
体
と
し

て
発
足
し
た
組

織
と
っ
く
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
村
当
局
、
地
元
警
察
官
駐
在
所
側
の
助
言
指
導
は
適
切
で

あ
り
、
こ
れ
に
応
え
る
組
員
の
活
動
も
真
剣
で
あ
っ
た
。

以
後
こ
の
組
制
度
は
三

O
年

余
り
っ
さ
つ

い
て
い
る
が
、

そ
の
問
、

泉
松
太
郎
・
鶴
井
輝
義

・
正
岡
勝
次
郎
・
梅
木

優

・
大
野
亀
福

・
西
川
重
一

郎
ら
の
面

々
が
、
組
頭

・
小
頭
な
ど
の
幹
部
と
し
て
、
組

員
の
育
成
に
つ

と
め
て
き
た
。
装
備
は
、
手
押
し
ポ
ン
プ

・
梯
子
・
飛
口
・
ま
と
い
と

い
う
揃
い
で
、
組
員
は
、
紺
地
に
衿
、
背
に
文
字
と
赤
白
線
を
染
め
ぬ
い
た
法
被

・
え

ど
は
ら

・
も
も
ひ
き
姿
の
い
で
た
ち
で
あ
る
。

戦
時
体
制
に
入
っ
た
昭
和
一
四
(
一
九
三
九
)
年
四
月
、

消
防
組
は
、

民
間
防
空
白

治
団
体
で
あ
っ
た
防
護
団
と
合
併
し
て
、

「
警
防
団
」
と
な

っ
た
。
こ
の
団
組
織
は
、



戦
時
防
空
活
動
を
主
と
し
て
、

昭
和

二

二

(
一
九
四
七
)
年
ま
で
つ

ε

つ
い
た
。
戦
時
防

空
、
防
火
活
動
の
総
元
締
で
あ
る
か
ら
、
警

防
団
長
の
重
責
は
村
長
が
兼
務
し
て
い
た
。

」れ
ま
で
の
消
防
組
の
期
間
は
、
警
察
行
政

の
一
環
を
担
っ
て
、
そ
の
治
安
の
は
た
ら
き

を
遂
行
し
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

戦
後
、
従
来
の
中
央
内
務
行
政
の
大
刷
新

に
基
づ
く
、

「警
察
行
政
の
独
立
|
警
保
局

か
ら
警
察
庁
へ
」
に
伴
っ
て
、

消
防
行
政

は
、
従
来
の
警
察
行
政
傘
下
か
ら
離
れ
て、

独
立
行
政
機
構
(
消
防
庁
設
置
〉
と
な

っ
た
。
市
町
村
に
於
け
る
消
防
行
政
は
、

首
長
の

職
務
権
限
に
属
す
る
一
般
責
任
行
政
事
項
と
な
っ
た
。

消防出初式

消防団員勢ぞろい

さ
れ
明
確
と
な
る
。

昭
和
二
二

三
九
四
七
)
年
一
二
月
二
三
日、

「消
防
組
織
法
」
が
公
布
施
行
さ
れ
た
。
同
法
に
お
い
て
、
消
防
任
務
は
大
き
く
拡
大
強
化

「
消
防
の
任
務
は
、
施
設
、
人
員
を
活
用
し
て
人
々
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
、
火
災
か
ら
保
護
す
る
と
共
に
、

水
火
災
又
は
地
震
等
の
災
害
を
防
除
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
災
害
に
因
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
以
て
任
務
と
す
る
ご

と
規
定
す
る
。

「柳
谷
村
消
防
団
」
に
移
行
し

わ
が
村
に
お
い
て

は
、
こ

の
消
防
行
政
の
変
革
に
沿
っ
て

「
消
防
組
織
法
」
の
公
布
施
行
と
同
時
に
、

「柳
谷
村
消

ハ
一
九
六
六
)
年
二
月
二
八
日
、

第
六
章

治

安

た
。
つ
い
で
昭
和
三
七
(
一
九
六
二
)
年
三
月
二
七
日
、

「柳
谷
村
火
災
予
防
条
例
L

同
四

一

八
三
九
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第 1図柳谷村消防団組織図

(昭和52-6-25現在〉

一一一1

日回
目長
長|

名|

第( EF第(第
副 知 大 剛一大 副竺大
分一 字 介一字
団 分 柳 団 分 西 田 分 中

長 田 ff. き固さ き団き
長 }II 長 長

「一斗一一~ I 6 1 

第第第 第 第第第

部部部 部 部 部部
長長長長 長 長長

山「十I ~ I I 1 I I 1 r十I r十「
峰川落稲鉢 永下 郷 本小名大古菅中横高岩旭休中窪西

三 前出村 野 三角谷村 T成 昧 行久野野川 場田田村
班組 -'- 保

班班班班 班 班班班班五 班班班 班班班 班 班 班 班 班

長 長 長 長長 長長長長長長長長長長長長長長長長長長
団員数)九 七三五七 5 八六四五;:; 0 九五五四 七 七 六 四 七 六 六

定員 173名

役本
場部

八
四
O

防
団
設
置
条
例
」
、
「
柳
谷
村
消
防
団
員
の
定
員

・
任
免
・
服
務

等
に
関
す
る
条
例
」
、

同
五
二
(
一
九
七
七
)
年
六
月
二
五
日
、

「柳
谷
村
消
防
団
組
織
等
に
関
す
る
規
則
」

等
を
制
定
し
て
、

第
一
図
(
柳
谷
村
消
防
団
組
織
)
に
見
る
よ
う
な
組
織
体
制
を
確

立
し
た
。
そ
の
問
、
鶴
井
喜
久
雄
(
初
代
団
長
就
任
後

一二
か年〉、

久
保
内
昭
郎
(
昭
和
三
四
年
J
三
六
年
八
月
一
一
一
日
〉
・
土
居
忠

(
昭
和
三
六
年
八
月
二
二
日
J
同
三
九
年
一
一
月
一
四
日
〉
・
西
川
渉

(
同
三
九
年
一
一
月

一
五
日
J
同
四
五
年
九
月
三

O
日〉

・
正
岡
秀
雄

(同
四
五
年
一

O
月一

日
J
同
五
五
年
三
月
一
一
一
一
日
)
・
西
野
剛

(
同
五
五
年
四
月
一
日
J
今
日
に
至
る
)
の
各
面
々
が
、

消
防
団
長

に
任
命
さ
れ
て
勤
続
し
て
い
る
。
団
組
織
以
来
、
団
活
動
は
時

代
の
要
請
に
応
え
、
益
々
重
要
と
な
り
、
今
日
の
団
体
制
の
完

備
を
確
立
す
る
に
至
っ

た。

本
来
消
防
活
動
は
、
消
火

・
防
火
活
動
と
、
火
水
災
・
地
震

災
に
伴
う
人
命
救
助
活
動
を
主
た
る
も
の
と
し
て
い
た
。
し
か

し
生
活
の
多
様
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
傷
病
事
故
」
は
、
し
だ

い
に
多
く
な

っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
消
防
活
動
の
任
務

ア

」

斗

ι
、

YM
UM
-
-
ι
M
W
 

「
救
急
活
動
」
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
昭
和



三
八
(
一
九
六
三
)
年
の
消
防
法
の
一
部
改
正
(
救
急
事
務
の
追
加〉

が
そ
れ
で
あ
る
。

わ
が
村
は
、
同
法
改
正
に
よ
る
救
急
業
務
追
加
義
務
の
指
定
町
村
で
は
な
い
。
し
か
し
救
急
移
送
を
要
す
る
事
故
は
起
り
得
る
。
幸
に

本
郡
五
か
町
村
は
、
か
ね
て
か
ら
「
生
活
環
境
事
務
組
合
」
を
設
立
し
て
、
各
種
の
生
活
環
境
事
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
の
業

務
に
、
救
急
業
務
を
行
う
消
防
署
を
追
加
設
置
す
る
こ
と
は
、
適
切
な
措
置
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
二
(
一
九
七
七
〉

年
六
月
一
一
一
一
日
、
本

村
議
会
は
、

「
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
」
を
議
決
し
た
。

議
決
事
項
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る

一

......... 
ノ¥

消
防
組
織
法
及
び
消
防
法
に
定
め
る
消
防
事
務

こ
こ
に
お
い
て
、
わ
が
村
に
お
け
る
消
防
活
動
は
、
柳
谷
村
消
防
団
と
上
浮
穴
郡
消
防
署

(上
浮
穴
郡
久
万
町
大
字
上
野
尻
九
O
番
地
)
の

連
繋
に
よ
り
、

「
救
急
活
動
」
は
上
浮
穴
郡
消
防
署
常
駐
の
「
救
助
隊
」
の
活
動
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

第
三
節

防
災
行
政
一
般

わ
が
村
に
お
け
る
防
災
行
政
一
般
に
つ
い
て
は
、
第
四
編
産
業

・
経
済

・
通
信

・
運
輸
l

伺

柳
谷
村
防
災
行
政
無
線
局
を
参
照
さ
れ
た
い
。

光

(3) 

通
信
運
輸
ー
そ
の
日
開
通
信

第
六
章

治

安

/¥ 
四
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第
四
節

交
通
安
全

今
日
、
我
々
の
生
活
の
急
激
な
変
化
の
一
つ

は
、

「活
動
の
ス
ピ

ー
ド
化
」
で
あ
ろ
う
。

モ
ー
タ
リ

l
ゼ

l
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
交
通

事
故
と
い
う
危
険
が
、
常
態
化
し
て
ゆ
く
。
交
通
安
全
が
、
生
活
安
全
課
題
中
の
最
大
項
目
と
な
っ
た
。

わ
が
村
で
は
、
こ

の
差
し
迫
っ
た
事
態
に
と
り
組
み
、
昭
和
四

O
(
一
九
六
五
)
年
四
月
一
日
、
柳
谷
村
交
通
安
全
保
持
条
例
を
制
定

し
、
そ
の
調
査
推
進
機
関
と
し
て
、
「
柳
谷
村
交
通
安
全
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。
村
長
は
前
記
協
議
会
の
意
見
を
徴
し
て
、
条
例

第
三
条
に
掲
げ
る
各
種
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
四

O
(
一
九
六
五
)
年
四
月
一
日
、

「
交
通
安
全
保
持
条
例
の
運
営
要
項
」
を
定

め
て
、
事
業
運
営
に
当
た
っ
て

い
る
。
そ
の
主
な
運
営
要
綱
は
、
交
通
安
全
係
(
一
名
|
総
務
課
員
)
、
交
通
相
談
所
〈
役
場
総
務
係
)
、
交
通

指
導
員

(一

O
名
|
非
常
勤
)
等
の
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
五
節

公
害
対
策

公
害
は

社
会
環
境
に
お
け
る
事
業
活
動
と
、

人
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
災
害
で
あ
る
。

だ
か
ら
社
会
環
境
開
発
の
低
か

っ
た
昔
は
、
天
災
は
あ
る
が
公
害
は
な
か

っ
た
。
た
と
え
公
害
発
生
に
関
わ
る
要
素
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
要
素
を
無
公
害
と
す
る

「
自
然
の
浄
化
力
」
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
明
は
自
然
の
浄
化
力
を
黙
殺
し
て
、
公
害
の
魔
性
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
に
至
っ

た。
わ
が
村
は
、

「
自
然
の
自
浄
作
用
」
の
た
く
ま
し
い
地
域
で
あ
る
。
公
害
を
生
む
事
業
活
動
や
人
の
活
動
が
健
全
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ



ろ
う
。
だ
か
ら
公
害
対
策
は
、
軽
少
な
措
置
で
そ
の
効
果
が
収
め
ら
れ
る
。
公
害
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
項
目
!
大
気
の
汚
染
・
水
質
の
汚

濁
・
土
壌
の
汚
染
を
は
じ
め
、
騒
音
・
振
動

・
地
盤
沈
下

・
悪
臭
な
ど
の
被
害
・
廃
棄
物
汚
被
の
う
ち
、
わ
が
村
に
か
か
わ
り
の
深
い
、

水
質
汚
濁
防
止
法
と
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
法
の
諸
法
に
つ
い
て
、
処
理

・
処
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
掲
げ
て
み

る
o 

一
、
水
質
汚
濁
防
止
法
(
昭
和
四
五
年

一
二
月
二
五
日
公
布
)
に
関
す
る
も
の
同
法
第
一
条
に
よ
り
、
工
場
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
(
仁
淀

川
及
び
そ
の
支
流
黒
川
ほ
か
諸
谷
川
)
に
排
出
す
る
水
に
よ
る
水
域
の
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
別
表
第
一
!
五
四
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
の

用
に
供
す
る
施
設
。
五
五
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
。
六
回
l

二
水
道
施
設
の
う
ち
浄
水
の
用
に
供
す
る
施
設
。

七一

l

三
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
う
ち
焼
却
施
設
。
七

一
ー
四
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
。
別
表
第
四
l

一
、
畜
産
農
業
の
用
に
供
す

る
施
設
イ
豚
房
施
設
ロ
牛
房
施
設
ハ
魚
類
養
殖
業
の
用
に
供
す
る
施
設
。
六

し
尿
浄
化
槽
(
処
理
人
員
二

O
O人
以
下
〉

0

二、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
法

(
昭
和
四
五
|
一

二
|
二
五
公
布
)

・
柳
谷
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
四
八
l
六
l

二

六
制
定
)
等
に
関
す
る
も
の

「廃
棄
物
と
は
、
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
燃
え
が
ら
・
汚
泥

・
ふ
ん
尿

・
廃
油

・
廃
酸

・
廃
ア
ル
カ
リ

・
動
物
死

体
・
そ
の
他
の
汚
物
不
要
物
の
う
ち
、
固
形
又
は
液
状
の
も
の
を
指
す
。

前
記
二
項
目
の
う
ち
、

一
は
特
定
事
項
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
即
し
て
行
政
措
置
を
す
る
。
二
は
全
住
民
の
生
活
に
か
か

わ
る
一
般
事
項
で
あ
る
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
。
村
は
、
前
記
廃
棄
物
の
う
ち
、
廃
棄
物
排
出
当
事
者
に
お
い
て
、
焼
却

あ
る
い
は
毒
性
の
中
和
、
消
却
の
処
理
が
で
き
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
処
理
せ
し
め
る
。
処
理
・
処
置
の
困
難
で
あ
る
し
尿
・
金

属
類

・
瓶
類
・
陶
磁
器
等
は
、
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合

(
久
万
町
大
字
露
峰
字
大
ヤ
シ
士
三
七
七
番
地
)
の
活
動
事
項
と
し
て
、

全

圏
域
内
巡
回
蒐
集
|
合
法
施
設
に
お
い
て
処
理
し
て
い
る
。

第
六
章

治

安

八
四
三
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第
七
章

保

険

今
日
の
貨
幣
経
済
社
会
に
生
活
す
る
わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
も
き
び
し
い
生
計
危
険
と
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
生
計
危
険
は
、
経
済
社
会

の
振
幅
に
つ
れ
て
、
生
活
事
故
の
発
生
す
る
頻
度
を
増
大
す
る
。
だ
か
ら
事
故
発
生
に
よ
っ
て
受
け
る
、
財
産
損
害

・
労
働
力
の
傷
害
・

喪
失
等
の
た
め
に
、
被
害
者
個
人
の

「
経
済
必
要
」
は
一
挙
に
対
決
を
迫
る
事
態
と
な
る
。

こ
の
経
済
必
要
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

被
害
者
個
人
が
持
っ
て
い
る
力
は
、
経
済
社
会
の
発
達
に
反
比
例
し
て
よ
わ
く
な

っ
て
い

く
。
そ
こ
で
そ
の
弱
さ
を
補
充
す
る
社
会
施
設
の

一つ

と
し
て
、

「
保
険
行
為
」
が
発
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

保
険
は
多
数
者
に
よ
る
共
同
行
為
で
あ
る
。

多
数
者
に
よ
る
施
設
と
し
て
、
生
計
危
険
被
害
当
事
者
の
経
済
必
要
を
共
同
で
負
担
す

る
。
し
か
も
そ
の
負
担
が
、

一
定
額
で
足
り
る
と
い
う
事
実
に
、
基
礎
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
施
設
の
安
定
持
続
を
、
相
対
的
に

強
化
す
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
が
国
の
保
険
施
設
は
、
欧
米
に
倣
っ
て
明
治
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
。
海
上
保
険
か
ら
出
発
し
て
、
火
災
保
険
が
加
わ
り
、
更
に
生
命

保
険
へ
と
拡
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
わ
が
村
の
人
々
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
庶
民
の
生
活
に
、
保
険
行
為
が
ゆ
き
わ
た
っ
た
の
は
、
大
正

五
(
一
九
二
ハ
)
年
に
始
め
ら
れ
た
官
営
(
逓
信
省
↓
郵
政
省
)
簡
易
保
険
に
よ

っ
て
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

今
日
経
済
社
会
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
保
険
の
は
た
ら
き
は
、
人
的
に
も
物
的
に
も
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
活
の
全
面
に
及
ん
で
い

る
。
わ
が
国
で
は
、
昭
和
三
六
(
一
九
六
一

)
年
、
国
民
皆
保
険
の
制
度
の
完
遂
を
見
る
に
至
っ
た
。
ま
こ
と
に
保
険
の
種
類
は
多
種
に

亘
り
、

そ
の
分
類
は
繁
煩
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
保
険
と
見
ら
れ
る
個
人
保
険
は
除
い
て
、
政
策
保
険
と
見
ら
れ
る
べ
き
、
社
会
保
険
と
経



済
政
策
と
に
限
り
、
更
に
村
行
政
に
些
か
な
り
と
も
関
わ
り
を
も
っ
保
険
種
別
を
対
象
に
そ
の
大
要
を
示
す
と
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

大部分の村民に関わりある政策保険

保険の名称 |料品法 |野手 li???fl機能の大要

健(仰社谷康会保村保険国険民) 
昭30-3-25 

柳用い8除た谷世外村者帯民者を中適除
会5千計(規6百年模 I 億

保柳谷険村条健例康 56 万度) 円

昭33-12-27 53 

険国民法健康保 1599人
(昭58-4

戸民年令 |HE3M-16| 叫
グ 国民年金法 (58-4現

3済(E保通災険グ害共) 

昭4約愛村共条4済例媛交、組通県同4市j合共j(町規済寄1 

加入者(1517人) 掛金年1額人600円
交金通第史1C等等害13万万級級村見舞

[:1百57
1 円

第10

支部長 長円

簡険易生命保 昭24-5 1611契約件数 I契令応、約保じ者険ての期区分年間 l契約期年間
簡険易法生命保 2柳，006件局 I 1Oi:f~終身

| 分昭日/4 谷 | すにる

学(校健グ康会)|!| 昭5康日7本会学法6校2健il村幼児加稚童入内闘中園小児の学生全校徒員 年額生徒日児円1・4児童
41 
園 0円

農保(農業険産者政年策金) 昭4農基5業金者法5-年2金0 受加(昭入給5者8付/2者4現1名9在名〕
5 年~ 15年

農金定の業老及給者付後福へ農生祉業活の向年者安上

農済(保業災険害共
昭27-6-20 架米、、 農止|二家、建桑物、 1年毎に更新

農家作る畜物保作物共険・果済金・樹蚕に給繭畑係付農金業法共済基

森済(林保災険害共 昭森険12-林法国3-営3保1 
加入者は砂い

養険( 殖共済保 昭39-7-8 共済金額は共

漁償養業法殖災第共済害3補節
済出価格より 算

商済(保工業険者共

社共模保企、、2商キ2人業8工カ6共、入貯イ済小、39退70規8 、1 
種鵠喜止済類子共、鵠前記白自書帳、動退:県車縫職倒共火F災前群防共92 

自口共、キ1カイ
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第
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貯

笠田

い
の
ち
の
保
持
、
く
ら
し
の
持
続
の
た
め
の

「貯
え
る
」
本
能
。
再
生
産
の
た
め
の
「
備
え
る
」
衝
動
。
我
々

人
間
の

「
試
み
る
」
行

為
の
大
部
分
が
、
こ
れ
ら
で
占
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
我
々
は
今
ま
で
、
食
料
を
は
じ
め
、
あ
ま
た
の
生
産
資
料
の
貯
え
に
、

配
慮
を
つ
く
し
て
き
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

「知
的
資
料
」
の
貯
え
に
よ
っ
て
、

「未
来
の
意
義
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。

な

や

ひ

ょ

う

と

だ

な

じ

ぐ
ら

土
蔵

・
納
屋

・
俵
戸
棚

・
地
蔵

人
々
の
く
ら
し
を
古
く
遡
る
ほ
ど
、
貯
え
る
行
為
が
物
中
心
で
あ
る
。
農
家
の
家
の
た
た
ず
ま
い
に
、

等
の
建
築
装
備
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
物
中
心
の
貯
え
の
気
く
ば
り
が
、

貨
幣
経
済
生
活
期
に
入
っ
て
後
も
、
貨
幣
死
蔵
(
た
ん
す
貯
金
)

を
必
要
以
上
に
す
る
習
性
が
つ
づ
い
て
い
た
。

明
治
以
後
、
貨
幣
流
通
が
経
済
活
動
の
主
軸
と
な
る
。
貨
幣
所
得
者
は
、
所
得
を
消
費
と
貯
蓄
に
二
分
す
る
。
更
に
貯
蓄
部
分
を
い
わ

ゆ
る
貯
金
と
、
利
子
生
み
資
産
へ
の
投
資
と
に
配
分
す
る
。
所
得
者
の
貯
蓄
に
因
る
資
本
蓄
積
が
、
社
会
的
効
果
を
大
き
く
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。
資
本
制
社
会
の
充
実
の
た
め
、
国
民
大
衆
の
貯
蓄
性
預
金
を
吸
収
す
る
政
策
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
、
政
府
は
具
案
を
め
ぐ

「
利
子
」
に
よ

っ
て
国
民
の
老
後
の
保
証
や
、
遺
産
を
殖
や
す
貯
蓄
心
を
魅
力
化
し
た
。
利
子
の
意
味
を
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、

ら
し
て
き
た
。

「
所
得
不
消

費
」
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
と
か
、
資
金
使
用
に
対
す
る
使
用
料
と
か
言
わ
れ
る
が
、

「
資
本
運
動
」
が
生
ん
だ
「
剰

余
価
値
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

明
治
以
後
の
、
国
民
の
貨
幣
所
得
貯
蓄
に
応
じ
た

「
貯
蓄
制
度
化
の
跡
」
と
、
今
日
の
わ
が
村
に
お
け
る
「
貯
蓄
施
設
」
の
大
要
を
第

一一

・
三
表
に
表
示
す
る
。
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第2表 国民の貯蓄行為に応ずる社会施設

第

八

章

貯

制度の種別 | 準拠規程と業務開設 施 設の 充 実 経 過

郵国便営局貯金が事扱業う
明明和治郵治便2982規(((1則1887768)〕)郵便12規実貯制施金定則した

名称貯治の変駅遷
金→ 逓 → 便貯

昭 1947 郵よ便預り 法
明 ・大正・貯昭和金を通郵じて金進歩

し和たS2E。4億22 5 
昭 (1967)- 2 

7400万円口座、貯現在金総額 3
55億

貯蓄銀行業務 明正定治制2定3 (1890)貯蓄銀行条例 大和正止10 (1921)貯蓄銀行条例廃

大 10 (1921)貯蓄銀行法制 昭 56 (1981)貯蓄銀行法廃止

普通銀行業務 昭和 2 (1927)銀行法制定 昭和第預正56 (1981) -6-1全部改

同 金10又条第 1j項U積第 1号
は定 立の受入

相互銀行業務 I昭和相2互6銀(行195法1)制-定 6-5 !問預金又2綿は定期l矧積立の2号受入

信用金庫業務 I昭和信2用6金(庫195法1)制-定 6 -15 1 同法預第金日又条は第定期l項積第立の1号受入

産業組合業務 I明産治3業3組(合19法つの制定 3-7 

農業会業務 I昭和農業18団(体194法3)制-定 3-11 昭農不日業22団(体194法7廃〉止

農業業務協同組合 昭和農22協(1947)合-1l-1!:J 同組法受入第合10条第預金1又項第 2号期
業同組法制定 員の は定積立の

+ 
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第 3表 わが村における貯蓄施設の大要

貯蓄施設の名称 l所 在 地 | 組織 ・活動概要 経営状況大要

柳谷郵便局 柳井川落出 明貯治2金9業(務189開6)始10-16 
預入件霊総昭童数額18621件グ 3億8960万円
払出 3788件
か 4億1750万年度円

57 (1896) 

西谷郵便局 西谷大成 昭和貯金13業(務193開8)始 9-11 
預入件書金昭数室額2191件グ 1億3件02万円
払出 13 
11 ~if! 1億973271万年度円

57 (1896) 

中 津郵便局 中津旭 昭和貯金11業(務193開6)始 6 -16 

預入総件総件昭額5数額数7292191098億億8 00 件
グ 1998万円
払出 件

グ 89698)0万年度円

柳谷村信用購買 柳井川落出 大正 2業(1913) - 7 

昭和変和組預貸昭出和更3 信(用192組8)合柳ト谷名村称組合 設立務開始

用(組柳谷合〉村昭和信

昭 9 員0額5数額91387514人310〕78627C、年61口円円度、
合資入付金金口

柳谷村操業 会 柳井川落出
昭和村引19(和設1944周)-4柳始谷り 昭和23i故(1948) - 8-

継昭 信立、組業合務開よ
14解

柳谷村農業協同 柳井川落出
昭和24立併((業119974務93〉)開 2 

万預金円受入金額35億 589

組(合久万農業協同
25設始

昭和48 ー 7- グ払出 11 43か 4454
組合柳谷支所) 1合 万円

昭57(1896)年度

伊庖落予銀行久万支 柳井川落出 6 入金総額 141億7998万

出特別出張所

銀に行よ門り 昭57(1896)年度

現な在る。地

-3ー

特別出 l

愛媛信用金庫久 柳井川落出
昭和1533j庖(lI (| 1958) 12 

昭和53j古(1978) -2-
万支庖落

1/ 4開6(1971)-5 -13 
28閉

出出張所
;WII井 494-1へ移転
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